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近
世
後
期
の
薬
種
商
の
活
動

―
土
浦
藩
領
色
川
家
の
記
録
か
ら

―

長　

田　

直　

子

要
旨　

本
稿
は
、
近
世
後
期
の
土
浦
の
薬
種
商
色
川
家
の
記
録
を
手
掛
か
り
に
、
地
方
の
薬
種
商
が
ど
の
よ
う
な
薬
種
を
仕
入
れ

活
動
し
た
か
、
又
、
政
治
・
社
会
状
況
が
大
き
く
揺
れ
動
い
て
い
た
こ
の
時
期
に
薬
種
商
が
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
の
か
等
、
そ

の
実
態
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
は
、
日
本
の
医
学
・
医
療
が
発
達
し
た
時
代
で
あ
る
。
日
本
で
独
自
化
し
た
東
洋
医
学
「
漢
方
医
学
」
に
複
数
の
流

派
が
誕
生
す
る
一
方
、
十
八
世
紀
半
ば
以
降
は
「
蘭
方
医
学
」
も
発
達
し
、
両
医
学
が
共
存
し
た
。
そ
し
て
、
都
市
の
み
な
ら
ず
、

地
方
の
農
村
部
で
も
医
学
塾
な
ど
で
修
行
し
た
医
師
が
活
動
し
て
い
た
。医
師
が
医
療
活
動
を
行
う
為
に
は
薬
種
が
必
要
で
あ
り
、

都
市
・
農
村
共
に
薬
種
商
が
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
個
々
レ
ベ
ル
の
薬
種
商
に
関
す
る
具
体
的
な
研
究
は
、
史
料
的
問
題

に
よ
り
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の
実
態
は
不
明
な
こ
と
が
多
い
。

　

色
川
家
は
、
土
浦
城
下
（
現
、
茨
城
県
土
浦
市
）
で
十
八
世
紀
中
頃
か
ら
幕
末
期
に
か
け
て
薬
種
商
を
営
ん
だ
家
で
あ
る
。
色

川
家
九
代
目
の
三
中
は
、
地
域
の
学
者
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
家
業
の
薬
種
商
と
し
て
も
活
躍
し
、
そ
の
弟
美
年
と
も
に
家
業

を
成
長
さ
せ
て
い
っ
た
。
色
川
家
に
は
、
多
様
か
つ
膨
大
な
文
書
が
あ
る
。
三
中
・
美
年
が
書
き
綴
っ
た
日
記
「
家
事
志
」「
家
事

記
」
を
始
め
、
取
り
扱
い
薬
種
の
帳
面
等
か
ら
、
当
時
の
薬
種
商
の
実
態
に
つ
い
て
も
窺
え
る
。
本
稿
で
は
、
色
川
家
が
複
数
の

江
戸
の
薬
種
商
か
ら
薬
種
を
仕
入
れ
、江
戸
の
大
店
薬
種
商
と
同
等
の
多
様
な
漢
方
薬
・
蘭
方
薬
な
ど
を
扱
っ
て
い
た
こ
と
を
分
析
、

明
ら
か
に
し
た
。
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又
、
本
稿
で
は
、
天
保
改
革
期
、
幕
末
期
の
異
国
船
来
航
時
の
二
例
か
ら
、
時
の
政
治
・
社
会
状
況
に
大
き
く
影
響
さ
れ
て
ゆ

く
薬
種
商
の
姿
も
示
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
、
天
保
改
革
時
に
藩
に
よ
る
物
価
引
下
げ
政
策
の
中
で
薬
種
商
達
が
薬
種
値
段
引
下
に

対
応
し
て
ゆ
く
面
、
異
国
船
渡
来
の
影
響
に
よ
る
薬
種
の
不
足
と
薬
種
高
騰
・
下
落
の
中
で
薬
種
確
保
に
奔
走
す
る
商
人
の
姿
が

見
ら
れ
た
。

　

近
世
後
期
か
ら
幕
末
期
に
か
け
て
の
地
域
の
薬
種
商
は
、
医
師
の
医
療
を
支
え
医
療
の
一
端
を
担
う
重
要
な
立
場
で
あ
る
と
と

も
に
、
時
の
政
治
・
社
会
状
況
に
左
右
さ
れ
る
商
人
と
い
う
、
両
面
を
持
ち
合
わ
せ
る
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
近
世
後
期
、
薬
種
商
、
色
川
家

は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
は
、
全
国
的
に
統
一
さ
れ
た
医
師
法
・
薬
事
法
等
の
な
い
時
代
で
あ
る
。
明
治
時
代
初
期
に
「
医
制
」
と
い
う
医
療
制
度

が
出
来
上
が
る
以
前
の
日
本
で
は
、「
医
療
」
の
定
義
は
あ
い
ま
い
で
あ
り
、
医
師
の
治
療
は
も
と
よ
り
、
薬
店
や
薬
売
り
の
薬
・
配

置
薬
、
民
間
薬
、
寺
社
・
宗
教
者
に
よ
る
祈
祷
等
ま
で
、
現
代
よ
り
も
広
い
意
味
で
の
医
療
が
展
開
さ
れ
て
い
た（

1
）。

　

近
世
医
療
史
の
中
で
の
薬
種
商
の
研
究
は
、
薬
種
業
の
中
心
地
で
あ
る
大
阪
道
修
町
の
研
究
、
富
山
の
薬
売
り
な
ど
の
組
織
化
さ
れ

た
売
薬
商
人
の
研
究
な
ど
が
あ
る
一
方（

2
）、
個
々
レ
ベ
ル
の
薬
種
商
に
関
す
る
具
体
的
な
実
態
研
究
は
、
都
市
・
地
方
共
に
ほ
と
ん

ど
な
い
。
そ
の
為
、
薬
種
商
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
薬
を
扱
っ
て
い
た
の
か
、
活
動
状
況
、
時
代
状
況
に
よ
っ
て
政
治
・
社
会
的
な

影
響
を
受
け
て
い
た
の
か
な
ど
、
基
礎
的
な
状
況
す
ら
不
明
で
あ
る
。
そ
の
背
景
の
一
つ
と
し
て
、
薬
種
商
の
史
料
自
体
が
少
な
く
、

残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
江
戸
時
代
は
、
日
本
で
独
自
化
し
た
東
洋
医
学
「
漢
方
医
学
」
に
複
数
の
流
派
が
誕
生
す
る
一
方
、
十
八
世
紀
半
ば
以
降

は
『
解
体
新
書
』
に
代
表
さ
れ
る
「
蘭
方
医
学
」
も
発
達
し
、
両
医
学
が
共
存
し
た
時
代
で
あ
る
。
大
都
市
江
戸
・
京
都
・
大
坂
や
、
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当
時
の
医
学
の
先
進
地
長
崎
を
始
め
と
す
る
地
域
で
は
多
く
の
医
学
塾
・
蘭
学
塾
が
開
学
さ
れ
、
そ
こ
で
学
ん
だ
医
師
達
が
故
郷
で
弟

子
を
養
成
し
て
ゆ
く
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、都
市
の
み
な
ら
ず
村
落
部
に
ま
で
両
医
学
が
広
ま
り
、折
衷
し
、人
々
に
享
受
さ
れ
て
い
っ

た
。
医
師
達
が
医
療
活
動
を
行
う
に
は
、
薬
種
が
必
要
で
あ
り
、
医
師
に
薬
種
を
提
供
す
る
「
薬
種
商
」
は
、
都
市
・
地
方
共
に
存
在

し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
薬
種
商
人
達
は
、
医
療
の
一
端
を
担
う
医
療
者
で
あ
る
と
同
時
に
商
人
で
も
あ
っ
た
。
薬
種
商
は
、
ど
の
よ

う
な
薬
種
を
調
達
し
、
得
意
先
の
医
師
達
に
販
売
し
て
い
た
の
か
。
又
、
社
会
情
勢
が
大
き
く
移
り
変
わ
る
近
世
後
期
か
ら
幕
末
期
に

か
け
て
、
ど
の
よ
う
な
動
き
を
し
て
い
た
の
か
。

　

本
稿
で
は
、
近
世
後
期
か
ら
幕
末
期
に
か
け
て
、
常
陸
国
土
浦
藩
領
田
宿
町
（
現
、
茨
城
県
土
浦
市
）
で
薬
種
業
を
営
ん
だ
色
川
家

を
取
り
上
げ
、
家
の
日
記
「
家
事
志
」「
家
事
記
」
を
中
心
と
す
る
色
川
家
文
書
か
ら
、「
薬
種
」
調
達
の
面
に
焦
点
を
当
て
て
、
地
域

の
薬
種
商
の
活
動
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
一
）
色
川
家
と
色
川
三
中
・
美
年
に
つ
い
て

　

色
川
家
は
、
紀
伊
国
牟
婁
郡
色
川
村
（
現
、
和
歌
山
県
）
か
ら
、
十
七
世
紀
初
頭
か
ら
半
ば
頃
に
土
浦
に
土
着
し
た
家
で
あ
る
。
色

川
家
に
つ
い
て
は
、
中
井
信
彦
氏
『
色
川
三
中
の
研
究
』（
伝
記
編
・
学
問
と
思
想
編
）
を
始
め
、
土
浦
市
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た

特
別
展
示
「
次
の
世
を
読
み
と
く
―
色
川
三
中
と
幕
末
の
常
総
」（
二
○
一
五
年
）、
色
川
家
の
日
記
「
家
事
志
」「
家
事
記
」
の
解
題

や
色
川
家
の
史
料
目
録
等
に
よ
っ
て
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
も
拙
稿
で
触
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
以
上
の
研
究
か
ら
、
本

稿
に
関
わ
る
こ
と
の
み
概
略
す
る（

3
）。

　

色
川
家
が
薬
種
商
を
営
み
始
め
た
時
期
は
正
確
に
は
分
か
ら
な
い
が
、
元
禄
期
頃
に
遡
る
よ
う
で
あ
り
、
享
保
期
（
一
七
一
六
〜

三
六
）
頃
に
は
既
に
江
戸
と
取
引
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
醤
油
醸
造
業
に
も
携
わ
り
、
寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
頃
に

は
、
江
戸
城
西
の
丸
御
用
と
な
っ
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
時
期
は
、
色
川
家
の
日
記
「
家
事
志
」「
家
事
記
」
が
記
さ
れ
た
文
政
九
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（
一
八
二
六
）
年
〜
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
で
あ
る
。
当
時
の
色
川
家
は
、
色
川
家
九
代
目
の
三
中
（
一
八
〇
一
〜
一
八
五
五
）
と

そ
の
弟
美
年
（
一
八
一
四
〜
六
二
）
の
時
で
あ
り
、
色
川
家
の
薬
種
店
が
経
営
難
か
ら
再
興
し
、
醤
油
醸
造
業
と
し
て
も
栄
え
た
時
期

で
あ
っ
た
。

　

色
川
三
中
（
以
下
、
三
中
と
す
る
）
は
、
家
業
の
薬
種
商
を
継
ぐ
傍
ら
、
国
学
・
度
量
衡
の
研
究
・
本
草
書
の
『
大
同
類
聚
方
』
の

校
合
等
多
様
な
研
究
を
行
い
、
地
域
の
国
学
・
本
草
学
者
等
、
多
面
的
な
側
面
を
持
つ
人
物
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
薬
種
商
と
し
て
の

三
中
は
、
十
代
前
半
の
文
化
十
（
一
八
一
三
）
年
か
ら
、
江
戸
の
薬
種
商
「
大
坂
屋
平
六
」
の
店
で
修
行
し
脚
気
を
病
ん
で
二
年
後
に

帰
郷
し
た
。
大
坂
屋
は
、
江
戸
の
十
組
問
屋
に
所
属
す
る
、
薬
品
会
（
薬
品
の
品
評
会
の
よ
う
な
も
の
）
も
行
う
大
店
で
あ
っ
た
。
色

川
三
中
の
大
坂
屋
で
の
修
行
は
、
短
期
間
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
の
知
識
は
後
述
の
通
り
、
薬
種
商
と
し
て
の
活
動
に
も
活
か
さ
れ
た

よ
う
で
あ
る
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、日
々
薬
種
商
と
し
て
活
動
す
る
傍
ら
、出
掛
け
る
先
々
で
、本
草
の
元
と
な
る
薬
種
を
収
集
し
、

半
夏
な
ど
の
薬
種
を
育
て
、
店
で
薬
品
会
を
催
す
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

三
中
が
土
浦
に
帰
っ
た
当
時
、
色
川
家
は
薬
種
店
の
経
営
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
が
、
翌
年
に
は
土
浦
の
大
火
に
よ
っ
て
店
が
全
焼

し
て
し
ま
う
。
そ
の
中
で
店
を
手
伝
い
二
十
代
後
半
に
は
家
を
継
ぎ
、経
営
再
建
に
奔
走
し
て
ゆ
く
。
弟
美
年
も
文
政
八（
一
八
二
五
）

年
、
江
戸
元
飯
田
町
の
薬
種
商
「
小
松
屋
三
右
衛
門
」
で
の
奉
公
の
の
ち
、
兄
と
共
に
薬
種
商
経
営
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
経
営
が

軌
道
に
乗
る
と
、
三
中
は
祖
父
の
跡
を
継
ぎ
醤
油
醸
造
業
へ
、
薬
種
店
は
天
保
期
に
数
年
を
か
け
て
美
年
に
譲
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
二

人
に
よ
っ
て
、文
政
九
（
一
八
二
六
）
年
か
ら
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
に
わ
た
る
約
三
十
年
書
き
継
が
れ
た
日
記
が
「
家
事
志
」「
家

事
記
」
全
二
十
六
冊
で
あ
る
。
こ
の
両
記
録
は
、
日
記
で
あ
る
為
、
日
々
の
生
活
・
人
々
と
の
交
流
・
社
会
情
勢
と
共
に
、
色
川
家
の

薬
種
商
と
し
て
の
記
録
で
も
あ
り
、
そ
の
内
容
は
具
体
的
か
つ
詳
細
で
あ
る
。
ま
た
、
色
川
家
に
は
多
数
の
薬
種
関
係
文
書
が
残
さ
れ

て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
薬
種
商
と
し
て
の
活
動
実
態
を
見
て
ゆ
こ
う
。
な
お
、「
家
事
志
」「
家
事
記
」
は
三
中
・
美
年
の

書
き
手
に
よ
り
名
称
が
異
な
る
が
、
形
式
は
同
じ
で
あ
り
、
内
容
的
に
も
連
続
す
る
た
め
、
本
稿
で
は
「
家
事
志
」
に
統
一
す
る
。
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（
二
）
色
川
家
が
扱
っ
た
薬　

―
入
手
ル
ー
ト
と
扱
っ
た
薬

①　

色
川
家
の
薬
種
入
手
先
に
つ
い
て

　

色
川
家
で
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
薬
種
を
手
に
入
れ
販
売
し
て
い
た
の
か
。「
家
事
志
」
が
書
か
れ
た
時
期
は
、
漢
方
医
学
の
広

が
り
と
と
も
に
蘭
学
塾
な
ど
も
出
来
、
漢
方
・
蘭
方
医
学
と
も
に
村
落
部
に
ま
で
徐
々
に
広
ま
る
医
学
的
発
展
の
時
期
で
あ
る
。
日
本

で
も
漢
蘭
と
も
に
多
く
の
医
学
書
・
薬
方
書
が
発
行
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
は
、
現
代
の
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い
る
種
類
以
上
の
薬
種
を
使

用
し
た
薬
方
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
書
物
は
、
医
師
・
医
療
従
事
者
達
に
よ
っ
て
学
ば
れ
、
医
療
活
動
に
反
映
さ
れ

た
。
つ
ま
り
、
多
く
の
薬
種
が
求
め
ら
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。

　

薬
種
は
、
国
産
の
も
の
も
あ
っ
た
が
、
多
く
は
中
国
・
朝
鮮
半
島
産
の
漢
方
薬
種
・
蘭
方
薬
な
ど
輸
入
品
に
頼
っ
て
い
た
。
輸
入
品

の
薬
種
は
、
ま
ず
、
当
時
の
交
易
地
で
あ
る
長
崎
に
到
着
す
る
。
そ
し
て
大
坂
の
唐
薬
種
問
屋
に
集
め
ら
れ
、
道
修
町
の
薬
種
屋
仲
買

仲
間
に
よ
り
目
方
・
品
質
の
検
査
を
経
て
価
格
が
決
め
ら
れ
た
後
、
江
戸
や
京
都
を
始
め
と
す
る
全
国
の
薬
種
商
へ
と
運
ば
れ
て
い
っ

た
。
土
浦
の
色
川
家
の
場
合
、
主
な
取
引
先
は
江
戸
の
薬
種
商
が
集
ま
る
日
本
橋
の
店
々
で
あ
っ
た
。「
家
事
志
」
全
冊
か
ら
色
川
家

が
取
引
し
た
江
戸
の
薬
種
商
を
見
る
と
、
色
川
家
の
修
行
先
で
あ
り
、
伝
馬
町
十
組
問
屋
の
一
つ
江
戸
橘
町
の
大
店
大
坂
屋
平
六
を
始

め
、
近
江
屋
小
兵
衛
・
三
河
屋
善
兵
衛
・
片
田
屋
幾
右
衛
門
・
富
田
屋
善
兵
衛
・
美
濃
屋
吉
兵
衛
等
の
江
戸
の
十
組
問
屋
・
薬
種
諸
国

積
下
所
に
属
す
る
大
店
か
ら
、
店
の
規
模
は
不
明
な
伊
勢
屋
平
八
・
和
泉
屋
吉
右
衛
門
・
大
枝
清
兵
衛
・
大
和
屋
平
八
等
、
大
小
十
も

の
店
が
あ
る
。
色
川
家
が
こ
れ
ら
の
店
に
発
注
し
た
薬
種
は
、
海
路
・
陸
路
を
使
っ
て
色
川
家
に
届
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
色
川
家
と

こ
れ
ら
の
店
で
は
薬
種
の
注
文
・
支
払
い
と
い
っ
た
取
引
の
み
な
ら
ず
、
日
常
的
に
交
流
を
持
ち
、
情
報
交
換
し
、
時
に
は
経
営
を
支

え
合
っ
て
い
た
。

　

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
店
は
全
て
同
じ
時
期
に
出
て
く
る
わ
け
で
は
な
い
。「
家
事
志
」
が
記
さ
れ
た
約
三
十
年
間
に
は
、
頻
繁
に
起
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こ
る
江
戸
の
火
災
に
よ
る
店
の
消
失
・
損
害
、
薬
種
を
大
坂
か
ら
江
戸
へ
海
路
で
運
ぶ
途
中
で
の
船
の
遭
難
に
よ
る
莫
大
な
損
失
、
店
の

経
営
の
失
敗
な
ど
で
店
が
潰
れ
・
縮
小
・
傾
き
、
中
に
は
日
本
橋
を
去
っ
て
い
っ
た
店
も
あ
る
。
一
方
、
新
規
出
店
、
経
営
が
発
展
す
る

店
も
あ
る
な
ど
、
栄
枯
盛
衰
が
あ
り
、
時
期
に
よ
っ
て
取
引
先
は
変
わ
っ
た（

4
）。
例
え
ば
、
一
八
二
〇
年
代
の
文
政
期
頃
に
は
、
大
坂

屋
平
六
・
近
江
屋
小
兵
衛
・
伊
勢
屋
平
八
・
和
泉
屋
吉
右
衛
門
・
大
枝
清
兵
衛
と
の
取
引
き
が
見
ら
れ
る
が
、
天
保
期
（
一
八
三
〇
〜

四
〇
年
代
中
頃
）
に
は
上
記
の
商
人
に
加
え
、
片
田
屋
幾
右
衛
門
・
富
田
屋
善
兵
衛
・
美
濃
屋
吉
兵
衛
な
ど
が
加
わ
り
、
片
田
屋
・
富

田
屋
が
色
川
家
の
大
き
な
取
引
先
と
な
っ
て
ゆ
く
。
一
方
で
、
天
保
期
に
は
大
坂
屋
の
経
営
が
傾
き
、
天
保
十
年
に
は
日
本
橋
橘
町
か
ら

本
所
亀
沢
町
へ
と
転
居
し
て
ゆ
く
。
三
河
屋
善
兵
衛
も
大
火
な
ど
に
よ
り
潰
れ
る
も
同
然
に
な
り
、
奉
公
人
大
和
屋
平
八
が
店
の
物
を

譲
り
受
け
色
川
家
と
の
取
引
を
願
う
記
録
も
あ
る
。
更
に
、
嘉
永
期
・
安
政
期
（
一
八
五
〇
年
代
頃
）
に
は
色
川
家
の
取
引
先
の
メ
イ
ン

は
、
大
坂
屋
や
近
江
屋
か
ら
片
田
屋
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
ゆ
く
。
こ
の
よ
う
な
時
期
的
変
化
が
あ
る（

5
）。

②　

色
川
家
が
販
売
し
た
薬

・
薬
種
（
生
薬
）

　

色
川
家
で
は
、
ど
の
よ
う
な
薬
種
を
扱
っ
た
の
か
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
江
戸
時
代
の
地
域
の
薬
種
商
が
取
り
扱
っ
て
い
た
具
体

的
な
薬
種
内
容
を
紹
介
す
る
研
究
は
非
常
に
少
な
い
為
、
こ
こ
で
は
色
川
家
が
扱
っ
た
薬
種
の
具
体
例
を
紹
介
し
よ
う
。「
家
事
志
」

で
は
、
し
ば
し
ば
薬
種
の
書
付
や
、
江
戸
か
ら
の
調
達
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、文
政
期
の
例
を
見
よ
う
。
文
政
十
一
（
一
八
二
六
）
年
六
月
の
記
事
の
後
ろ
に
記
さ
れ
た
薬
種
の
書
付
に
は
、「
吉き

更き
ょ
う（
桔
梗
）・

柴さ
い

胡こ

・
角
葛か
っ

根こ
ん

・
竹ち
く

節せ
つ

（
竹
節
人
参
）・
猪ち
ょ

苓れ
い

・
防ぼ
う

風ふ
う

・
川せ
ん

芎き
ゅ
う・

皮か
わ

付つ
き

山さ
ん

キき

来ら
い

・
唐か
ら

木も
っ

香こ
う

・
唐か
ら

大だ
い

黄お
う

・
甘か
ん

草ぞ
う

・
麻ま

黄お
う

・
海か
い

人に
ん

草そ
う

・
土と

佐さ

根
皮
・
半は
ん

夏げ

・
水す
い

犀さ
い

・
一い
っ

角か
く

・
麝じ
ゃ

香こ
う

・
広か
ん

東と
ん

（
広
東
人
参
）・
東あ
ず
ま

圭け
い

枝し

・
大だ
い

丁ち
ょ
う

子じ

・
竜り
ゅ
う

脳の
う

・
朝
黄お
う

芩ご
ん

・
大だ
い

々だ
い

甘か
ん

遂つ
い

・
軽け
い

粉ふ
ん

・
尾お

張わ
り

真し
ん

珠じ
ゅ

・
大だ
い

辰し
ん

砂し
ゃ

・
蘇そ

木ぼ
く

・
水す
い

銀ぎ
ん

」
の
書
付
が
あ
る（

6
）。
又
、「
家
事
志
」
本
文
中
に
も
、
こ
れ
以
外
に
阿あ

煎せ
ん

薬や
く

・
黄お
う

耆ぎ

・
我が

朮じ
ゅ
つ・

乾か
ん

姜き
ょ
う・
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山さ
ん
ざ
し

査
子
・
サ
フ
ラ
ン
・
石せ
っ

膏こ
う

・
蒼そ
う

朮じ
ゅ
つ・

大た
い

棗そ
う

を
始
め
と
す
る
多
様
な
薬
種
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
は
漢
方
薬
・
蘭
方
薬
に
頻
繁
に
用
い

ら
れ
る
薬
種
が
多
い
。
し
か
し
、
色
川
家
が
扱
っ
た
薬
種
は
こ
れ
の
み
で
は
な
い（

7
）。

　

次
に
、
色
川
家
の
薬
種
の
帳
面
を
見
よ
う
。
表
一
は
、
幕
末
期
の
安
政
元
（
一
八
五
四
）
年
三
月
色
川
家
の
「
薬
名
集
」
に
記
さ
れ

た
薬
種
を
表
化
し
た
も
の
、
史
料
一
は
こ
の
帳
面
の
巻
末
の
記
載
で
あ
る（

8
）。

　

史
料
一

　
　

口
上

右
之
通
荒
増
通
用
之
薬
種
御
記
候
、
御
注
文
之
物
有
之
候
得
者
、
多
少
ニ
不
限
御
用
被
仰
付
下
度
、
直
段
等
別
而
相
勤
差
上
可
申

候
間
、
卒
偏
ニ
奉
希
上
候

　
　

寅　

三
月

 

色
川
薬
店

　

御
医
師
方
様

　

上
記
の
よ
う
に
、「
御
医
師
方
様
」
と
あ
り
、
医
師
に
販
売
す
る
た
め
の
薬
種
を
記
し
た
リ
ス
ト
で
あ
る
。
こ
の
帳
面
に
は
、
薬
種

と
共
に
、
五
種
香
・
砂
糖
類
・
砂
糖
漬
・
金
平
糖
・
染
草
類
・
絵
具
の
記
載
も
あ
り
、
薬
種
以
外
に
も
多
様
な
物
を
扱
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
が
、
表
一
で
は
、
薬
種
部
分
の
み
を
取
り
上
げ
た
。
実
際
の
「
薬
名
集
」
は
、
イ
ロ
ハ
順
の
項
目
別
に
縦
書
き
で
一
行
ず
つ

各
薬
種
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
表
で
は
便
宜
上
横
書
き
で
ま
と
め
た
。
薬
種
の
順
番
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
色
川
家

で
は
四
一
〇
以
上
の
薬
種
（
同
類
の
地
域
・
名
称
別
の
も
の
は
ま
と
め
て
あ
る
た
め
、
実
際
に
は
五
百
以
上
の
薬
種
が
あ
る
）
を
取
り

扱
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
内
容
も
、
先
の
文
政
期
の
薬
種
の
書
上
に
記
さ
れ
て
い
る
葛
根
・
桂
枝
・
大
黄
・
半
夏
・
甘
草
な
ど
の
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薬　種　名

イ 郁李仁 羊藿 茵蔯 一角

ロ 鹿胎子 鹿角翏 蘆漏 緑青

ハ 貝母（同真） 白蛇 巴豆 白鮮皮 白桃花 白頭翁 麦芽 白鳥香 白扁豆 白蝋 半夏

薄荷 麦門冬 反鼻 破胡紙 栢子仁 巴戟 ハアレム 馬兜鈴 馬勃 梅仁

ニ 朝鮮大人参（廣東/先折/御種/直根/信濃/髭/同竹節）東肉桂 玉乳香 肉豆蒄（同古渡）ニタリ皮 肉蓰蓉

魚ニベ（同鹿/同京） 人中黄 人中白 忍冬 仁石 ニカハ（千本/三千本/次/廣膠）

ホ 唐芒硝（同和） 蓬砂 防風（濵真） ホルトカル 防已（同和） 吉益牡蛎（同鼠）蒲黄 牡丹皮

虻蟲 茅根 ホウトル

ヘ 片脳 鼈甲 萹畜 ベボウ

ト 杜仲 當帰（唐・大和）桃仁 冬瓜子 獨活 兎絲子 土龍 ドロシス 杜松子 冬葵子

チ 丁子（同母） 沉香（真盤/刻）地黄（同熟） 猪苓（同真） 陳皮 地骨皮 地揄

知母（同真） チヤン（紅毛/唐）猪牙皂 丁香皮 竹茹 竹葉 猪膽

リ 龍脳（白手/唐口/紅毛）竜骨（小豆嶌） 竜眼肉 竜膽 良姜 黎蘆 劉竒奴 龍涎香 留粕

ルザラン

ヲ 日光黄連（加賀/仙臺/松葉/製法）黄芩（朝セン/真）黄耆（朝セン/真）

ヲニシバリ 黄柏 黄精 雄黄 ヲクリ　甘キリ 遠志

ワ 王不畱行 若根 蕨粉 和ザラシ

カ 甘草（同和） 甘遂 厚朴（サツマ/和）香附子 海人屮 莪朮 干姜 葛根（同板） 甘松

何首烏 訶子 寒水石 夏枯草 片クリ 甲香 カナノヲル 葛粉 葛花 干漆（同岩） 藁本

海桐皮 橄欖 海金砂 鹿ノ油

ヨ 薏苡仁 與印 陽起石

タ 唐大黄（同和） 大棗 大楓子（同油） 大腹皮 澤瀉 丹礬 大戟（紫女和） 代赤石

丹（長吉/勝吉/市兵衛）獺肝 ダイダイ

レ 連翹 連肉 連葉 連花 茘枝核 羚羊角 零陵香 連蕋

ソ 蒼朮（同新立/同種/同和）草菓 皂角子（同刺） 皂莢 桒白皮（同セイ）續断 續随子 側豆

側栢葉 ソツヒル 蒼耳子 桒竒星 草决明（同子） 桒螵蛸 蘇香油

ツ 津蟹 頭甫糖

ナ 刀豆 南天實

ラ 蝋石（日光） 雷丸 亂髪

ム 無名異 梅剥 村立屮

ウ 烏薬 大茴香（同小） 禹餘糧 欝金 烏蛇 烏賊 烏梅 雲母 烏頭（同川）

ノ 野菊 ノビル

ク 唐藿香（青葉/同和） 滑石 苦辛 槐花 槐木皮 貫衆 苦揀皮 瓜呂仁（同根）

瓜帝（越前） 鶴虱 □麦子（杞子/木）

表1　色川家「薬名集」の薬（安政元年3月　イロハ順）
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薬　種　名

ヤ 山菌ヵ 益母草 夜明砂 桺ノ蟲 ヤマメ魚 ヤカラ魚 ヤツ目鰻

マ 長麻黄（同セ井/五ブ切/同真）馬銭 麻仁 蔓荊子 松脂 玫瑰花 万貞廉 万陀羅花 満那

ケ 東桂支（同ハラ手/同紅毛/同跤趾）根皮（同桂朴） 玄午子（同白） 軽粉（關東） 芫花（真/和）

玄參 芡實 雞頭花 荊芥 雞冠石（同末） 雞肝 雞油 桂心 芫青

フ 大附子（白川） 丸茯苓（乱製） 伏龍肝 蕪異仁 浮石 覆貧子 浮萍草 風藤

コ 呉茱萸（同真） 胡升 五霊脂 牛黄 五味子 牛膝（同真） 紅華 琥珀（同和） 胡黄連

蛤蚧 牛膽 五陪子 五八霜 五加皮 乕（膽肉骨皮眼頭） 殻精草 狐肝

テ 天南星 天門冬 天瓜粉 天麻 天石 天竹黄 テリヤアカ 鐵粉 帝歴子（同苦）

ア 阿片（津ガル） 阿煎薬（丸手/縮手/菊厔）阿魏 安息香 玉阿膠（櫛ヵ手/硯手）赤華螺

サ サフラン 酸棗仁 山茱萸（同真） 山豆根 細辛 柴胡 山皈来（琉球/皮付/同十番皮）山慈姑 犀角

三奈 蚕砂 三七草 山査子（同真） 三稜 山薬 山梔子 西国米 山椒魚

キ 伽羅 亀板（同和） 羗活（同和） 枳實（同サツマ/同和） 枳売（同サツマ/同和）

橘皮（同核） 桔梗 杏仁 金銀花 牛肉（同油/同蓈） 菊花 蜣蜋 キナキナ 麒麟血

韭子

ユ 熊瞻（色々） 揄白皮 湯ノ花

ミ 蜜（同同同同） 蜜蝋 蜜蒙花 蜜陀僧 身胃羅 磨砂

シ 東縮砂（同伊豆）瑱珠（同水戸/同尾張） 麝香（同白毛/同合山/同皮）使君子 沙盆

辰砂（同水干） 紫檀 常山 鍾乳石 雌黄 砂參（同和） 芍薬（同生干/同真/同宇田/同赤/同信濃）

辛夷 神麹 四国米 紫苑 商陸 紫根 紫蘇（同子） 蒺莉子 赤石脂（古渡/同和）

蛇退皮 蛇床子 蛇骨 蛇含石 蛇木 蛇毒 紫石英 慈石 紫艸丈 紫河車 梓葉
桊ヵ芃（同種） 桊ヵ皮 車前子 樟脳 杼帝 紫藤香（このあと破損ヵ）

エ 延胡索（同真） エブリコ 猿膽

ヒ 白芷（同和） 白豆冠 白附子 白蘞 白朮（同和） 梹郎子 萆發 百部根 白茇 白姜蚕

ヒカイ 萆麻子 白檀 白芥子 百草

モ 木香（同和/同真/同青）木瓜（同真/同シドメ） 木通 没薬 木賊 木天行 没食子 木別子

セ 川烏頭 川芎 川骨 川棟子 石解 前胡 穿山甲 石膏（同和） 蝉退 施覆花 升麻

消石 青箱子 青蒙石 青塩 青黛 青皮 センソ 全蠍 石橊皮 石菖根 昌蒲根 青高

石韋 石决明 積雪艸 石燕

ス 水銀 水蛭 杉脂 ズミ

土浦市立博物館寄託色川徳治家文書83「薬名集」（安政元年3月）より作成。
「薬名集」のうち薬種の部分のみ（五種香・砂糖類・砂糖漬・金平糖/染草類の記載を除く）を記した。
表中の薬種の漢字表記は、なるべく史料中の文字に基づいたが、異体字の一部は新字に直したものも
ある。
表中の（カッコ書き）のものは、原史料では並列して書かれている。例えば「フ」欄の「大附子（白川）」
は、「大附子」の横に「白川」とあり「白川附子」をさす。
なお、表中の薬種がイロハの欄に該当しないものもあるが、原本に書かれている場所に配置した。
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漢
方
薬
種
が
あ
る
一
方
、
現
代
で
は
使
わ
れ
る
頻
度
の
少
な
い
黎れ
い

蘆ろ

・
神し
ん

麴き
く

・
萆ひ

發は
つ

、
蘭
方
医
学
で
用
い
ら
れ
る
代
表
薬
の
サ
フ
ラ
ン

や
解
毒
剤
の
テ
リ
ヤ
ア
カ
・
キ
ナ
キ
ナ
（
ア
カ
ネ
科
キ
ナ
ノ
キ
の
樹
皮
、
キ
ニ
ー
ネ
の
原
料
）
も
あ
る
。
又
、
現
代
で
は
薬
扱
い
と
は

な
ら
な
い
民
間
薬
的
な
湯ゆ

ノの

花は
な

・
桺や
な
ぎ

ノの

虫む
し

・
ヤ
マ
メ
魚
・
山
椒
魚
ま
で
多
様
な
薬
種
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
頻
繁
に
用
い

ら
れ
た
漢
方
薬
か
ら
蘭
方
薬
、
現
代
で
は
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
い
薬
種
・
民
間
薬
的
な
も
の
に
至
る
ま
で
、
非
常
に
多
く
の
薬
種

を
扱
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る（

9
）。
な
お
、「
家
事
志
」
本
文
中
に
は
、
こ
こ
に
は
な
い
薬
種
も
記
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
は
よ
り
多

く
の
薬
種
を
扱
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

色
川
家
が
扱
っ
た
薬
種
の
幅
広
さ
は
、
江
戸
の
薬
種
商
の
取
り
扱
い
薬
種
を
見
て
も
わ
か
る
。
江
戸
の
薬
種
商
が
販
売
し
て
い
た
薬

に
つ
い
て
も
、
売
薬
を
除
い
て
は
ほ
ぼ
そ
の
実
態
が
不
明
で
あ
る
が
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
七
月
の

江
戸
横
山
町
近
江
屋
小
兵
衛
の
「
薬
種
相
庭
帳
」
が
あ
る
為
、
こ
れ
を
参
考
に
し
よ
う（

10
）。
こ
の
家
は
、
町
名
と
店
名
、
店
の
略
称

か
ら
、
色
川
家
と
日
頃
取
引
の
あ
っ
た
横
山
町
二
丁
目
の
、
伝
馬
町
組
唐
和
薬
種
十
組
問
屋
の
近
江
屋
小
兵
衛
と
同
じ
店
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
帳
面
に
記
さ
れ
た
薬
種
は
約
三
百
種
あ
り
、
紙
面
の
都
合
上
、
帳
面
の
記
載
全
て
を
色
川
家
の
薬
種
と
比
較
す
る
こ
と
は
出

来
な
い
が
、
全
体
を
通
し
て
見
る
と
色
川
家
と
近
江
屋
の
薬
種
が
重
な
る
も
の
も
多
い
一
方
で
、
近
江
屋
が
扱
っ
て
い
な
い
薬
種
も
あ

る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
冒
頭
の
「
イ
」
の
欄
で
は
、
近
江
屋
は
「
郁い

く

李り

仁に
ん

・

羊
い
ん
よ
う

藿か
く

・
威い

霊れ
い

仙せ
ん

・
伊
保
田
」
が
あ
る
一
方
、
色
川
家

は
「
郁
李
仁
・

羊
藿
・
茵い
ん

蔯ち
ん

・
一い
っ

角か
く

」
と
あ
り
、
近
江
屋
に
あ
っ
て
色
川
家
に
な
い
威
霊
仙
・
伊
保
田
が
あ
る
一
方
、
茵
蔯
・
一
角

は
近
江
屋
に
は
な
い
薬
種
で
あ
る
。
又
、「
ハ
」
の
項
で
は
、
近
江
屋
で
は
「
小し

ょ
う

貝ば
い

母も

（
同
御
薬
園
）・
白は
く

鮮せ
ん

皮ぴ

・
破は

胡こ

子し

・
栢は
く

子し

仁に
ん

・

巴は

戟げ
き

・
白は
く

蛇じ
ゃ

・
実
巴は

豆ず

・
麦ば
く

門も
ん

冬ど
う

（
同
撰
）・
薄
荷
・
半
夏
（
同
撰
）・
白は
く

扁へ
ん

豆ず

」
が
あ
る
。
一
方
、
色
川
家
は
表
中
の
「
ハ
」
の
欄
の

通
り
、
二
十
二
種
の
薬
種
が
あ
り
、
近
江
屋
の
薬
種
に
加
え
て
「
白
桃
花
・
白は

く

頭と
う

翁お
う

・
麦ば
く

芽が

・
白は
く

蝋ろ
う

・
反は
ん

鼻ぴ

・
ハ
ア
レ
ム
・
馬ば

兜と
う

鈴れ
い

・

馬ば

勃ぼ
つ

・
梅
仁
」
な
ど
、
近
江
屋
よ
り
多
く
の
薬
種
が
あ
る
。
近
江
屋
と
色
川
家
の
帳
面
の
時
期
の
差
は
十
六
年
程
あ
り
、
近
江
屋
が
扱

う
薬
種
も
安
政
期
に
は
増
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
為
、
一
概
に
色
川
家
の
方
が
取
り
扱
い
薬
種
は
多
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
し
か
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し
、
少
な
く
と
も
、
色
川
家
で
は
、
江
戸
の
薬
種
商
並
み
か
そ
れ
以
上
の
種
類
・
品
数
の
薬
種
を
取
り
揃
え
て
い
た
こ
と
は
窺
え
る
。

　

な
お
、
色
川
家
で
は
、
天
保
七
年
六
月
二
十
二
日
に
は
、
富
田
屋
に
「
富
へ
金
八
両
為
登
、
大
黄
注
文
遣
ス
」
と
、
大
黄
の
注
文
を

出
す
一
方
、
翌
々
日
二
十
四
日
に
は
「
近
小
よ
り
仙
台
便
ニ
て
官
製
御
人
参
（
官
製
の
人
参
）
届
ク
」
と
、
近
江
屋
か
ら
官
製
人
参
な

ど
を
取
り
寄
せ
て
お
り（

11
）、
薬
種
に
よ
っ
て
江
戸
の
店
を
使
い
分
け
て
注
文
・
調
達
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
色
川
家
で
は
、
半
夏
・

紅
花
等
も
栽
培
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
加
え
て
、
江
戸
の
大
店
並
み
の
豊
富
な
薬
種
を
揃
え
販
売
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

・
売
薬

　

次
に
、
色
川
家
が
扱
っ
た
売
薬
に
つ
い
て
も
簡
単
で
は
あ
る
が
、
触
れ
よ
う
。
江
戸
の
薬
種
商
は
、
薬
種
と
共
に
店
で
売
薬
を
製
造
・

販
売
し
て
い
た
が
、
色
川
家
で
も
元
々
、
麻
疹
（
は
し
か
）
の
薬
を
製
造
販
売
す
る
な
ど
し
て
お
り
、
右
の
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）

年
の
記
録
に
も
売
薬
が
い
く
つ
か
見
え
る
。
こ
こ
で
は
、
は
し
か
の
薬
は
な
い
も
の
の
、
当
時
様
々
な
薬
店
で
も
売
ら
れ
て
い
た
小
児

の
薬
の
竒き

應お
う

丸が
ん

や
婦
人
薬
の
實じ
つ

母ぼ

散さ
ん

な
ど
の
著
名
な
売
薬
が
あ
る
。
一
方
、
医
師
の
処
方
す
る
葛か
っ

根こ
ん

湯と
う
・
圭け
い

し
湯
（
桂
枝
湯
の
こ
と
）・

大だ
い

柴さ
い

こ
湯
（
大
柴
胡
湯
）
な
ど
も
多
く
見
え
る
。
当
時
は
医
師
と
薬
種
商
を
分
け
る
規
則
な
ど
は
な
い
時
代
の
為
、
三
中
は
そ
の
知
識

の
多
さ
か
ら
「
家
事
志
」
の
中
で
、
時
折
こ
れ
ら
の
薬
を
調
合
、
知
り
合
い
の
患
者
な
ど
に
投
薬
す
る
記
載
も
あ
り
、
医
師
同
様
の
薬

も
調
合
・
販
売
し
て
い
た（

12
）。
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③　

色
川
家
か
ら
地
域
の
顧
客
へ
と
販
売
さ
れ
た
薬

　

さ
て
、
色
川
家
が
仕
入
れ
た
薬
種
は
、
地
域
の
医
師
を
中
心
と
す
る
顧
客
達
に
販
売
さ
れ
て
ゆ
く
。
本
稿
は
主
に
色
川
家
の
薬
種
に

焦
点
を
当
て
る
為
、
色
川
家
の
地
域
で
の
販
売
方
法
な
ど
に
は
あ
え
て
触
れ
な
い
が
、「
家
事
志
」
で
は
、
三
中
が
薬
種
商
と
し
て
の

色
川
家
を
再
興
し
て
ゆ
く
中
で
、
得
意
先
を
広
げ
、
使
用
人
を
雇
っ
て
西
在
・
南
在
・
北
在
・
辰
巳
・
大
東
・
小
東
・
山
根
・
北
条
の

グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
薬
種
の
販
売
・
薬
種
代
の
掛
け
取
り
（
回
収
）
を
し
、
経
営
拡
大
し
て
ゆ
く
様
子
が
描
か
れ
る（

13
）。
こ
こ
で
は
、

天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
春
に
色
川
家
か
ら
西
在
廻
り
の
医
師
達
に
販
売
す
る
為
に
、
西
在
（
西
の
担
当
）
が
持
ち
出
し
た
薬
の
覚
を

見
よ
う
。

表2　天保13年6月8日「覚」のなかの売薬

薬名 値段

一角丸
寄応丸
實母散
薄か円
葛根湯
圭し湯
大柴こ湯
小柴こ湯
大小青竜湯
柴圭湯
三黄湯
正気散
五令散
枇杷葉湯
吸毒散
三和散
四物湯
五積散
八ミ丸
六ミ丸
赤にし
屠蘇

一粒につき
同
一ふくにつき
1匁のところ
一ふくにつき
同
同
同
同
1ふくにつき
同
同
同
同
同
同
同
同
百文〈目〉につき
同
1斤につき
1ふくにつき
袋入

7文
4文
112文
100文
30文／ 22文
22文
30文／ 22文
22文
30文／ 22文
22文
30文
30文／ 22文
30文／ 22文
30文
20文
30文
16文
22文
17匁
22匁
44文
22文
30文

土浦市立博物館寄託色川徳治家文書
「家事志」二十八より作成
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史
料
二

　
　
　
　
　

辰
春
西
在
持
出
し
物
之
覚（

14
）

一
羚れ
い

羊よ
う

角か
く

壱
本　

一
鹿ろ
く

茸じ
ょ
う壱
本　

一
直
根
（
直
根
人
参
）　

壱
斤　

一
土
契
沈じ
ん

香こ
う　

一
〈
小
豆
〉
竜り
ゅ
う

骨こ
つ

八
両　

一
大
綜
キ
リ
ン
血

一
ト
リ
シ
ス　

一
生せ

い

々せ
い

乳に
ゅ
う　

一
ア
ラ
ヒ
ヤ
コ
ン
（
ア
ラ
ビ
ア
ゴ
ム
）　

一
雞け
い

冠か
ん

石せ
き　

一
唐
琥こ

珀は
く　

一
御お

種た
ね

人に
ん

参じ
ん

四
十
八
匁

　

同（
御
種
人
参
）細
小
半
斤　

一
上
之
犀さ

い

角か
く

二
本　

目
方
九
匁
五
分　

一
一い
っ

角か
く

二
切　

目
方
二
匁
三
分　

一
い
せ
珍
珠
上
三
分

一
同
（
い
せ
珍
珠
）
下
壱
匁　

一
蠛
蠓
壱
両　

一
片
熊ゆ
う

胆た
ん

九
枚　

一
同
上
二
枚　

一
カ
ナ
ノ
ヲ
ル
十
三
匁　

一
猿え
ん

胆た
ん

三
両

一
先
折
参
（
先
折
人
参
）
壱
匁
七
分
―
同
上
壱
匁
八
分　

一
沈じ

ん

香こ
う

極
上
六
両　

一
同
（
沈
香
）
中
小
半
斤　

一
屑
犀
角
四
両

一
上
白
広
東
百
四
匁　

一
同（
白
広
東
）中
六
十
六
匁　

一
上
古
立
百
十
匁　

一
同
極
上（
古
立
）四
十
二
匁　

一
中（
古
立
）百
匁

一
上
白
犀
角
五
十
匁　

一
唐
龍
骨　

一
□（

不
明
）□
石
三
十
二
匁

　

薬
種
は
、
ほ
ぼ
全
て
表
1
に
も
あ
る
薬
種
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
漢
方
薬
・
蘭
方
薬
共
に
見
え
る
が
、
葛
根
・
桂
枝
・
半
夏
・
甘
草

な
ど
頻
用
さ
れ
る
薬
種
と
い
う
よ
り
、
羚れ

い

羊よ
う

角か
く

・
ア
ラ
ヒ
ヤ
コ
ン
（
ア
ラ
ビ
ア
ゴ
ム
）・
カ
ナ
ノ
ヲ
ル
（
血
留
石
）
な
ど
め
ず
ら
し
い

薬
種
を
持
ち
出
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
色
川
家
で
は
漢
蘭
多
様
な
薬
種
を
揃
え
、
実
際
に
珍
し
い
薬
種
を
含
め
て
地
域

の
得
意
先
廻
り
に
持
ち
出
し
、
得
意
先
の
需
要
に
応
え
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
三
）
時
代
の
流
れ
の
中
の
薬
種
商
の
行
動　

―
天
保
の
改
革
と
異
国
船
渡
来

　

さ
て
、
以
上
、
薬
種
商
の
活
動
を
、
主
に
薬
種
調
達
の
面
か
ら
見
て
き
た
が
、
次
に
視
点
を
変
え
て
、
時
代
の
流
れ
の
中
の
薬
種
商

の
行
動
を
見
て
ゆ
こ
う
。
薬
種
商
達
は
、
時
代
の
政
治
・
社
会
状
況
に
影
響
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
大
き
く
影
響

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
天
保
の
改
革
と
、
黒
船
来
航
時
の
二
例
か
ら
、
薬
種
商
の
行
動
、
お
よ
び
薬
種
の
状
況
を
見
て
い
き
た
い
。
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①　

天
保
の
改
革
と
、
薬
種
の
値
下
げ

　

天
保
期
は
、
以
前
か
ら
の
幕
府
財
政
悪
化
の
上
に
、
天
候
不
順
と
不
作
が
続
き
飢
饉
と
一
揆
・
打
ち
こ
わ
し
等
が
頻
発
し
た
時
期
で

あ
る
。
そ
の
中
で
天
保
十
二
年
〜
十
四
年
（
一
八
四
一
〜
四
三
）
に
か
け
て
、
老
中
・
水
野
忠
邦
が
主
導
し
た
幕
政
改
革　

天
保
の
改

革
が
行
わ
れ
た
。
幕
府
は
、
財
政
の
立
て
直
し
と
物
価
抑
制
を
行
い
、
貨
幣
改
鋳
や
倹
約
令
、
株
仲
間
の
解
散
、
人
返
し
令
、
上
知
令

な
ど
の
政
策
を
行
っ
て
ゆ
く
が
、
こ
の
天
保
の
改
革
は
、
薬
種
商
の
世
界
で
も
無
縁
で
は
な
か
っ
た
。

　

江
戸
で
は
、
天
保
十
二
年
七
月
、
江
戸
の
薬
種
屋
十
三
人
が
抜
荷
け
に
関
わ
っ
た
と
し
て
獄
屋
に
入
れ
ら
れ
た
。
そ
の
中
に
は
、
当

時
色
川
家
の
大
口
の
取
引
先
で
あ
っ
た
富
田
屋
も
い
る
と
い
う
情
報
が
色
川
家
に
入
っ
た
。
富
田
屋
自
体
は
、
そ
の
後
事
な
き
を
得
た

が
、
こ
の
事
件
は
、
天
保
の
改
革
の
取
り
締
ま
り
の
一
環
と
し
て
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
遂
に
同
年
十
二
月
に
は
江
戸

の
薬
種
問
屋
を
含
む
十
組
問
屋
は
、
嘉
永
期
に
再
興
さ
れ
る
ま
で
、
解
散
と
な
っ
て
し
ま
う（

15
）。
改
革
の
影
響
は
、
土
浦
藩
も
同
様

で
あ
り
、
倹
約
の
奨
励
や
、
華
美
に
な
る
こ
と
に
対
し
て
の
取
り
締
ま
り
が
行
わ
れ
た（

16
）。
土
浦
藩
の
物
価
統
制
策
に
よ
り
、
様
々

な
品
物
の
値
引
き
が
、
城
下
町
の
町
人
た
ち
に
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
は
、
小
売
物
な
ど
（
砂
糖
・
松
脂
・
わ
ら
び
こ
・
石
灰
・
蝋
・

紙
等
）
の
値
引
き
が
主
で
あ
り
、
薬
種
に
対
し
て
の
規
制
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
土
浦
の
薬
種
商
た
ち
は
、
複
数
回

集
ま
っ
て
薬
種
の
値
段
の
相
談
を
し
て
い
る
。
以
下
は
、
そ
の
一
部
で
あ
る
。

　

史
料
三（

17
）

　
　
　
　

天
保
十
三
年
四
月
二
八
日

又
手
前
へ
大
町
万
庄
・
中
条
町
は
し
本
両
家
ま
ゐ
り
、
薬
種
書
上
帳
へ
相
談
之
上
値
引
取
極
、
昼
頃
よ
り
夜
分
迄
か
ゝ
り
候
而
夫
々

銘
々
ニ
値
引
極
申
候
（
中
略
）
直
下
ケ
之
事
ハ
当
時
相
場
高
下
ニ
か
ゝ
ハ
ら
ず
逸
々
少
し
ヅ
ヽ
之
値
引
付
候
、
明
朝
は
し
本
ニ
而

相
し
た
ゝ
め
差
上
候
積
、
此
上
御
上
様
之
御
下
知
を
相
待
候
事
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土
浦
の
薬
種
商
達
は
、
改
革
が
始
ま
る
以
前
か
ら
薬
種
商
仲
間
を
組
ん
で
い
た
が（

18
）、
こ
の
時
に
も
薬
種
商
同
士
で
数
度
集
ま
り

相
談
し
た
上
で
、
土
浦
藩
の
趣
意
に
従
っ
て
薬
種
や
売
薬
の
値
下
げ
を
決
め
て
、
主
の
御
下
知
を
待
つ
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
、
五
月

二
十
三
日
に
は
、「
中
条
は
し
本
相
談
之
上
薬
種
相
場
引
下
候
品
々
相
改
、
今
朝
役
元
迄
届
置
」
と
し
て
、「
唐
大
黄
三
十
四
匁
買　

三
十
七
匁
五
分
売
」
と
い
う
よ
う
に
、
唐
大
黄
や
甘
草
・
唐
黄
芩
・
朝
鮮
黄
芩
・
加
賀
黄
連
・
古
立
蒼
朮
・
東
圭
枝
・
連
尭
・
猪
苓
・

大
茴
香
・
益
知
の
〆
て
十
一
味
の
買
値
と
売
値
を
決
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
六
月
八
日
に
は
以
下
の
よ
う
に
値
下
げ
の
張
り
札
を
出
し

た
。

　
　
　
　

天
保
十
三
年
六
月
八
日

夕
立
大
雨　

四
時
よ
り
橋
本
同
道
ニ
て
万
庄
方
へ
参
り
、
此
度
御
趣
意
出
候
ニ
付
相
談
之
上
直
下
之
張
札
出
す
、
尤
家
方
之
分
へ

も
不
入
此
度
御
趣
意
之
事
薬
種
屋
何
之
御
沙
汰
な
し
、尤
諸
商
人
共
直
段
書
上
け
無
之
品
一
体
ニ
引
下
候
様
、被
仰
渡
有
之
ニ
付
、

薬
種
屋
中
談
之
上
、
右
之
如
取
計

　

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
御
趣
意
は
薬
種
屋
に
つ
い
て
は
、
何
の
沙
汰
も
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
諸
商
人
共
へ
値
段
の
書
上

げ
が
な
い
品
物
を
引
き
下
げ
る
よ
う
に
と
い
う
仰
せ
渡
し
が
あ
っ
た
為
、
薬
種
屋
中
で
相
談
し
た
う
え
で
、
右
の
よ
う
に
し
た
、
と
い

う
。
つ
ま
り
、
薬
種
屋
達
は
、
薬
種
そ
の
も
の
が
直
接
倹
約
の
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
い
中
で
状
況
に
鑑
み
、
薬
種
屋
同
士
で
相
談
し

て
値
下
げ
を
決
め
る
対
応
を
取
っ
て
い
た
と
言
え
る
。
尚
、
先
に
見
た
表
2
の
売
薬
は
、
こ
の
記
載
中
の
も
の
で
あ
る
。

②
黒
船
来
航
と
大
黄
の
価
格
上
昇

　

次
に
、
幕
末
期
の
黒
船
来
航
時
の
薬
種
商
の
行
動
を
見
た
い
。
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嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
か
ら
翌
七
年
に
か
け
て
の
黒
船
来
航
は
、
日
本
の
政
治
・
社
会
に
影
響
を
与
え
た
の
み
な
ら
ず
、
海
外
か
ら

の
薬
種
輸
入
に
頼
る
薬
種
商
の
世
界
に
も
影
響
を
与
え
た
。
色
川
三
中
の
黒
船
来
航
へ
の
関
心
は
高
く
、
異
国
船
の
情
報
と
意
見
・
批

判
を
『
片
葉
雑
記
』
と
い
う
記
録
と
し
て
ま
と
め
て
い
る（

19
）。
こ
こ
で
は
「
大
黄
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、「
家
事
志
」
の
記
載
か
ら
、

政
治
的
出
来
事
に
影
響
さ
れ
る
薬
種
商
の
動
き
を
見
て
ゆ
こ
う
。

　

大
黄
は
、
タ
デ
科
の
植
物
の
根
茎
で
、
別
名
「
将
軍
」
と
も
言
わ
れ
る
消
炎
・
瀉
下
作
用
の
あ
る
薬
で
あ
る
。
古
代
中
国
の
薬
方
書

『
神
農
本
草
経
』
に
記
さ
れ
、
明
時
代
の
李
時
珍
『
本
草
綱
目
』
等
の
本
草
学
書
（
薬
剤
の
元
と
な
る
動
植
物
・
鉱
物
に
関
す
る
学
問
）

に
も
出
て
お
り
、
唐
大
黄
・
和
大
黄
は
、
現
代
ま
で
漢
方
薬
・
売
薬
の
主
要
構
成
薬
種
の
一
つ
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
先
の

文
政
期
の
薬
種
書
付
や
、
表
1
に
も
唐
大
黄
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
江
戸
時
代
に
も
頻
繁
に
使
わ
れ
て
お
り
、「
家
事
志
」「
家
事
記
」

の
中
で
、
色
川
家
は
し
ば
し
ば
江
戸
の
薬
種
商
か
ら
調
達
し
て
い
る
。

　
「
家
事
志
」
に
よ
れ
ば
、
色
川
家
は
嘉
永
六
年
六
月
七
日
に
は
、
浦
賀
表
へ
異
国
船
四
艘
が
来
た
と
い
う
う
わ
さ
を
聞
き
、
十
日
に

は
実
際
に
そ
の
情
報
を
得
て
い
た
。
そ
し
て
、
米
の
値
段
が
に
わ
か
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
六
月
十
一
日
に
は
異
国
船
が
退

散
し
た
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
時
に
は
、
ま
だ
薬
種
ま
で
は
影
響
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
翌
年
に
な
る
と
状
況
が
変
わ
っ

て
く
る
。

　

史
料
四（

20
）

　
　
　
　

嘉
永
七
年
二
月
二
日　

雨

（
前
略
）
川
口
書
生
大
久
保
一
学
江
戸
ヨ
リ
帰
る
、
此
度
浦
賀
辺
相
廻
り
処
々
見
物
致
候
様
子
、
ア
メ
リ
カ
一
条
先
達
而
ヨ
リ
風

聞
区
々
に
て
日
々
今
ニ
も
合
戦
ニ
相
成
候
由
ノ
巷
説
、
夫
ニ
付
て
我
等
出
府
ヲ
急
候
次
第
ハ
、
去
丑
ノ
冬
唐
船
入
津
弥
欠
年
之
処

ア
メ
リ
カ
一
条
旁
海
陸
と
も
通
用
無
之
正
月
初
旬
ヨ
リ
唐
物
薬
物
何
ニ
不
寄
日
々
直
段
引
上
る
、
中
ニ
も
大
黄
ノ
直
段
正
月
十
日
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頃
ヨ
リ
別
段
飛
上
り
当
時
百
四
十
匁
已
上
ノ
様
子
、
夫
故
仕
入
向
取
急
キ
今
ノ
内
荷
物
引
取
候
様
な
ら
て
ハ
行
々
世
上
如
何
成
り

候
哉
も
難
計
ニ
付
、
廿
日
後
直
様
出
府
ノ
積
俄
ニ
心
懸
候
へ
共
、
如
前
書
異
船
区
々
ノ
風
聞
ニ
て
御
府
内
之
様
子
不
相
分
候
間
一

日
送
り
ニ
見
合
過
候
処
、
右
一
学
ぬ
し
帰
而
の
話
之
様
ニ
而
ハ
多
分
和
平
ヲ
謀
候
趣
ニ
而
、
火
急
ノ
変
も
あ
る
ま
し
き
様
子
ニ
決

着
致
候
間
、
弥
出
立
ノ
用
意
ニ
な
る

　

色
川
家
へ
の
異
国
船
渡
来
の
情
報
は
、
浦
賀
へ
異
国
船
見
物
に
赴
き
江
戸
か
ら
帰
宅
し
た
土
浦
の
川
口
の
大
久
保
一
学
か
ら
も
た
ら

さ
れ
た
。
話
に
よ
れ
ば
、
前
年
の
冬
、
唐
船
の
入
津
が
な
か
っ
た
と
こ
ろ
へ
、
ア
メ
リ
カ
船
の
一
件
が
起
こ
り
、
海
陸
と
も
通
用
が
な

く
な
っ
た
こ
と
、
正
月
初
旬
よ
り
、
唐
物
薬
物
す
べ
て
日
々
値
段
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
な
か
で
も
大
黄
の
値
段
が
正
月
十
日
こ
ろ
か
ら

特
別
に
跳
ね
上
が
り
、
当
時
百
四
十
匁
以
上
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
仕
入
れ
を
急
い
で
、
今
の
う
ち
に
荷

物
を
引
き
取
ら
な
け
れ
ば
、ゆ
く
ゆ
く
世
間
が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
も
計
り
が
た
い
も
の
で
あ
る
し
、異
国
船
の
騒
ぎ
に
つ
い
て
様
々

な
風
聞
が
あ
り
、
御
府
内
の
様
子
が
わ
か
ら
な
い
が
お
そ
ら
く
火
急
の
変
化
も
な
い
よ
う
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
色
川
家
で
は
、
実
際

に
三
日
後
の
五
日
に
江
戸
へ
向
け
て
出
立
、
翌
々
六
日
の
夕
刻
に
到
着
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
、
黒
船
来
航
を
原
因
と
し
て

大
黄
が
入
手
困
難
と
な
り
、
価
格
が
上
昇
す
る
と
い
う
情
報
を
得
た
直
後
に
江
戸
へ
赴
く
、
迅
速
な
商
人
の
動
き
が
見
え
る
。

　

大
黄
に
関
す
る
薬
種
商
の
動
き
の
記
録
は
、
こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
続
く
が
、
以
降
は
一
部
を
原
文
引
用
し
つ
つ
、
要
約
し
よ
う（

21
）。

江
戸
に
出
た
色
川
家
は
、
二
月
八
日
に
な
る
と
、「
上
方
船
入
津
無
之
、
当
時
売
買
共
不
便
利
人
気
お
た
や
か
な
ら
ず
、
仕
入
物
等
甚

難
儀
ニ
て
候
へ
き
、
大
黄
直
段
百
六
七
十
匁
大
差
直
也
、
正
月
中
ヨ
リ
帳
合
取
引
無
之
現
金
品
引
替
也
、「
十
（
片
田
屋
幾
右
衛
門
の

こ
と
）
ニ
て
、五
斤

八
斤
合
十
三
斤
出
来
、当
時
問
屋
ニ
て
金
子
繰
合
能
者
ハ
、上
方
ヨ
リ
現
金
ニ
て
岡
持
ノ
様
子
直
々
見
之
」
と
、

上
方
船
が
江
戸
に
入
ら
ず
、
仕
入
れ
に
支
障
が
出
て
い
る
こ
と
、
大
黄
の
値
段
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、
正
月
か
ら
現
金
で
の
引

替
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
片
田
屋
な
ど
か
ら
大
黄
を
十
三
斤
分
程
調
達
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
十
四
日
以
降
、
色
川
家
か
ら
片
田
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屋
に
金
子
六
十
両
を
渡
す
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
価
格
が
上
が
り
始
め
る
中
で
大
量
に
確
保
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
窺
え
る
。

　

更
に
大
黄
の
価
格
は
高
騰
し
た
よ
う
で
、
二
十
八
日
に
は
色
川
家
を
訪
れ
た
富
沢
町
の
玉
久
手
代
の
直
蔵
と
い
う
人
か
ら
、
大
坂
表

か
ら
来
た
状
に
よ
れ
ば
唐
物
の
相
場
が
俄
に
引
き
立
て
ら
れ
、
と
り
わ
け
大
黄
の
値
段
が
飛
び
上
が
り
、
櫃
値
段
で
二
百
二
十
匁
だ
と

い
う
情
報
を
得
た
。
色
川
家
で
は
、
同
日
新
領
あ
た
り
の
医
者
に
頼
ま
れ
て
、
大
黄
一
斤
分
を
売
っ
た
と
こ
ろ
、
代
二
百
文
を
現
金
で

受
け
取
り
、
色
川
家
で
は
不
思
議
に
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
店
の
者
に
よ
れ
ば
、
実
際
に
は
江
戸
か
ら
買
い
に
来
た
よ
う
で
あ
る
。
大

黄
不
足
に
よ
り
江
戸
か
ら
買
物
に
来
た
人
が
い
る
こ
と
を
知
っ
た
色
川
家
で
は
、
更
な
る
大
黄
確
保
に
走
り
、
翌
二
十
九
日
に
は
店
の

使
用
人
藤
兵
衛
と
与
兵
衛
両
人
を
、
水
戸
支
藩
の
府
中
へ
大
黄
を
買
い
に
遣
わ
せ
た
。
更
に
、
翌
日
の
晦
日
、
再
び
店
の
者
を
府
中
中

市
へ
買
い
に
行
か
せ
、
中
一
で
先
日
申
し
て
い
た
金
額
十
五
斤
百
四
十
匁
で
購
入
し
、
真
壁
で
三
斤
、
合
計
二
十
五
斤
。
そ
の
ほ
か
唐

物
麻
黄
・
兵
郎
子
・
甘
遂
・
阿
仙
薬
・
巴
豆
の
類
を
集
め
て
、
八
十
両
余
り
の
も
の
を
引
き
取
っ
た
。
江
戸
で
買
っ
た
も
の
と
合
わ
せ

て
五
十
七
斤
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
大
量
の
大
黄
確
保
に
走
る
色
川
家
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
間
、
色
川
家
へ
は
、
諸
方
よ
り
素

人
風
の
人
が
大
黄
を
買
い
に
来
て
、
そ
れ
ら
は
皆
江
戸
か
ら
来
て
土
地
の
者
を
頼
ん
で
買
っ
て
い
る
様
子
で
あ
り
、
色
川
家
で
は
そ
の

こ
と
を
心
得
て
い
る
た
め
売
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
で
の
大
黄
不
足
と
そ
れ
を
求
め
奔
走
す
る
江
戸
地
方
双
方
の
人
々
の
慌
た
だ
し
い
様
子
が
窺
え
る
が
、
価
格
が

高
騰
し
す
ぎ
る
と
、今
度
は
相
場
が
下
落
に
転
じ
て
ゆ
く
。
閏
七
月
十
三
日
に
な
る
と
、「
唐
船
ニ
差
出
し
先
日
来
唐
物
大
ニ
相
場
下
落
、

追
々
商（

商
売
ヵ
）内致
し
能
相
成
可
申
趣
也
、
乍
去
当
時
ニ
て
ハ
大
黄
元
直
ニ
売
、
な
ら
し
候
へ
ハ
出
来
之
見
込
、
外
物
ハ
格
別
ニ
も
持
合
無
之

早
春
安
直
ノ
節
買
入
之
品
計
故
安
心
也
〇
三
月
已
来
高
直
ニ
な
り
候
て
ハ
大
黄
ハ
不
及
申
外
品
と
も
唐
物
一
向
売
不
申
、
医
者
得
意
も

和
薬
計
売
様
ニ
な
り
候
へ
き
、
和
薬
ニ
て
俄
ニ
高
直
の
品
出
来
け
し
か
ら
ぬ
事
」。
つ
ま
り
、
閏
七
月
に
も
な
る
と
唐
物
が
大
幅
に
下

落
し
た
中
で
色
川
家
で
は
安
心
の
状
況
で
あ
る
こ
と
と
共
に
、
三
月
以
来
高
値
に
な
り
大
黄
だ
け
で
は
な
く
唐
物
が
一
向
に
売
れ
ず
、

医
者
な
ど
の
得
意
先
も
和
薬
ば
か
り
売
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
、
今
度
は
和
薬
が
俄
に
高
値
の
も
の
が
出
来
て
し
ま
っ
た
状
況
を
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記
し
て
い
る
。
輸
入
物
（
唐
物
）
の
薬
種
の
高
騰
と
下
落
、
反
対
に
和
薬
の
一
部
の
高
騰
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
数
か
月
後
の
十
二
月
二
十
三
日
に
は
、
唐
船
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
沙
汰
が
な
く
、
多
分
欠
年
の
見
込
で
あ
り
、
来
年

正
月
に
は
俄
に
値
上
げ
さ
れ
る
の
が
間
違
い
な
い
と
見
越
し
て
、
手
持
ち
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
春
の
仕
入
れ
分
と
し
て
、
江
戸

の
片
田
屋
・

、富
田
屋
三
件
に
十
斤
宛
の
注
文
の
書
状
を
出
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、価
格
の
再
高
騰
を
見
越
し
た
発
注
を
し
て
い
る
。

　

以
上
が
、「
家
事
志
」
に
記
さ
れ
た
大
黄
を
め
ぐ
る
薬
種
商
の
対
応
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
大
黄
の
価
格
高
騰
に
よ
る
周
囲
の
慌

た
だ
し
さ
と
共
に
、
色
川
家
の
薬
種
（
特
に
大
黄
）
の
価
格
高
騰
へ
の
危
惧
と
情
報
収
集
と
仕
入
れ
に
奔
走
す
る
様
子
、
先
を
見
越
し

た
薬
種
の
確
保
の
姿
が
見
え
る
。
先
述
の
通
り
、
大
黄
は
使
用
頻
度
の
高
い
薬
種
で
あ
り
、
届
か
な
い
、
或
い
は
高
値
に
な
る
こ
と
は

薬
種
商
に
と
っ
て
は
大
変
な
問
題
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

唐
物
の
中
で
、
な
ぜ
大
黄
の
価
格
高
騰
の
噂
が
流
れ
、
価
格
が
高
騰
・
暴
落
と
変
動
し
て
い
っ
た
の
か
。
当
時
の
大
坂
の
朝
鮮
人
参

に
関
し
て
は
、
こ
の
年
に
限
ら
ず
高
額
の
ま
ま
推
移
し
て
い
る
た
め（

22
）、
大
黄
の
み
の
問
題
だ
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、輸
入
物
の
多
い
薬
種
を
取
り
扱
う
薬
種
商
に
と
っ
て
は
、船
が
港
に
入
津
せ
ず
、薬
種
が
届
か
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

大
変
な
問
題
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、こ
の
時
期
は
、先
述
の
表
1
「
薬
名
帳
」
が
作
成
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
薬
種
確
保
に
走
る
時
代
状
況
の
中
で
、

色
川
家
は
医
師
の
需
要
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
充
実
し
た
品
を
揃
え
た
店
と
し
て
医
師
達
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
色
川
家
の
記
録
か
ら
薬
種
商
の
活
動
に
つ
い
て
、
主
に
「
薬
種
」
の
点
か
ら
見
た
。
色
川
家
で
は
、
漢
方
薬
種
か
ら
蘭

方
薬
種
、
中
に
は
民
間
薬
的
な
も
の
に
至
る
ま
で
多
種
多
様
な
薬
種
を
扱
い
、
顧
客
へ
販
売
し
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
売
薬
も
販
売

し
て
い
た
。
こ
の
形
態
は
、江
戸
な
ど
の
大
店
で
も
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、地
域
の
薬
種
商
も
都
市
の
薬
種
商
と
同
様
の
経
営
を
行
っ
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て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

色
川
家
が
多
様
な
薬
種
を
取
り
揃
え
た
背
景
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
が
、
第
一
に
、「
家
事
志
」
が
記
さ
れ
た
文
政
期
か
ら
幕
末

期
に
か
け
て
の
時
代
状
況
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
時
期
は
先
述
の
通
り
、
漢
方
医
学
の
各
流
派
が
興
隆
し
、
村
落
部
に
も
医
師
が
増

え
る
時
期
で
あ
っ
た
。
蘭
方
医
学
も
都
市
を
中
心
に
蘭
学
塾
が
開
学
さ
れ
、
学
ぶ
医
師
も
出
て
く
る
。
当
時
は
漢
方
医
学
の
基
礎
の
上

に
蘭
方
を
学
ぶ
医
師
が
多
く
、
都
市
の
み
な
ら
ず
村
落
部
で
も
、
漢
蘭
の
薬
種
が
必
要
と
さ
れ
る
時
期
と
な
っ
て
い
た
。

　

次
に
、
色
川
三
中
の
本
草
学
へ
の
興
味
関
心
で
あ
る
。
国
学
・
度
量
衡
な
ど
の
研
究
者
で
も
あ
っ
た
三
中
は
、
生
業
の
薬
種
商
に
関

す
る
医
学
・
本
草
学
に
つ
い
て
も
非
常
に
関
心
を
持
ち
、
薬
方
書
『
大
同
類
聚
方
』
の
校
合
や
、
医
学
・
本
草
書
の
収
集
や
写
本
を
常

日
頃
行
っ
て
い
た（

23
）。
研
究
の
み
な
ら
ず
、
外
出
先
で
薬
種
を
採
取
・
栽
培
し
、
知
り
合
い
か
ら
情
報
も
得
て
、
半
夏
や
紅
花
な
ど

の
栽
培
に
成
功
、
江
戸
の
薬
種
商
に
出
荷
で
き
る
程
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
経
営
姿
勢
は
、
美
年
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
っ

た
の
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
薬
種
を
調
達
で
き
る
状
況
も
あ
っ
た
。
色
川
家
の
あ
る
土
浦
は
霞
ケ
浦
が
あ
り
、
又
距
離
的
に
も
海
陸
共
に
江
戸
と
の
頻

繁
な
交
流
が
出
来
た
。
三
中
・
美
年
の
薬
種
商
と
し
て
の
修
行
先
は
江
戸
で
あ
り
、
又
、
江
戸
の
薬
種
商
大
店
と
日
頃
か
ら
交
流
し
、

必
要
に
応
じ
て
薬
種
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
れ
ら
の
時
代
的
な
需
要
・
薬
種
商
と
し
て
の
意
識
・
調
達
で
き
る
背
景
が
重

な
り
、安
政
期
の
表
で
見
た
よ
う
な
、江
戸
の
薬
種
商
に
引
け
を
取
ら
な
い
薬
種
を
揃
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
家
事
志
」か
ら
は
、

文
政
・
天
保
期
に
得
意
先
が
増
え
、
薬
種
商
と
し
て
幕
末
期
ま
で
成
長
し
て
い
く
様
子
が
描
か
れ
る
。
こ
れ
ら
の
品
揃
え
と
知
識
は
、

地
域
で
活
動
す
る
医
師
ら
の
信
頼
を
得
る
背
景
と
も
な
り
、
色
川
家
の
薬
種
業
経
営
の
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
の
色
川
家
の
状
況
が
当
時
の
全
国
的
な
薬
種
商
の
姿
を
現
し
て
い
る
の
か
は
、
個
々
の
薬
種
商
に
関
す
る
史
料
や
研
究
が
ほ
ぼ
な

い
た
め
、
一
般
化
は
出
来
な
い
。
む
し
ろ
、
大
都
市
の
い
く
つ
も
の
薬
種
商
大
店
と
関
係
を
持
ち
、
本
草
学
研
究
・
栽
培
も
行
う
三
中

の
状
況
を
考
え
れ
ば
、
一
地
域
の
薬
種
商
と
し
て
は
少
し
特
殊
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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本
稿
で
は
、
時
代
の
流
れ
の
中
の
薬
種
商
の
行
動
も
見
た
。
天
保
改
革
期
の
中
で
の
薬
種
の
値
下
げ
や
、
黒
船
来
航
時
に
薬
種
確
保

の
た
め
に
奔
走
す
る
姿
が
時
の
政
治
・
社
会
状
況
に
よ
っ
て
機
敏
に
対
応
す
る
薬
種
商
の
姿
が
あ
っ
た
。
薬
種
商
は
、
医
療
者
と
し
て

医
療
を
支
え
る
立
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
商
人
と
し
て
の
経
営
の
側
面
を
も
持
つ
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
同
じ
医
療
に
携
わ

る
「
医
療
者
」
と
は
い
え
ど
、
医
師
と
は
全
く
異
な
る
立
場
で
あ
り
、
医
師
よ
り
も
時
の
政
治
・
経
済
・
社
会
情
勢
に
も
ろ
に
影
響
さ

れ
た
。
こ
の
二
つ
の
例
か
ら
は
時
代
に
影
響
さ
れ
て
ゆ
く
薬
種
商
の
姿
が
垣
間
見
え
る
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
色
川
家
の
薬
種
業
経
営
に
つ
い
て
本
稿
が
取
り
上
げ
た
点
は
、
あ
く
ま
で
も
そ
の
一
端
に
過
ぎ
な
い
。
色
川
家
の
記
録
は

膨
大
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
薬
種
が
得
意
先
に
売
ら
れ
、
経
営
が
拡
大
し
て
ゆ
く
状
況
も
見
え
る
。
得
意
先
へ
の
薬
種
販
売
と
色
川
家
の

経
営
拡
大
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ま
た
稿
を
改
め
て
述
べ
て
ゆ
き
た
い
。

（
謝
辞
）
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
土
浦
市
立
博
物
館
学
芸
員
木
塚
久
仁
子
様
お
よ
び
博
物
館
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

註（
1
） 

「
医
制
」
に
関
し
て
は
、明
治
七
年
に
内
務
省
か
ら
発
布
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
が
、当
初
は
東
京
・
大
阪
・
京
都
の
三
都
市
が
対
象
で
あ
り
、

後
に
全
国
的
な
制
度
と
な
っ
た
。

（
2
） 

こ
れ
ら
の
研
究
に
つ
い
て
は
文
献
が
複
数
あ
る
が
、代
表
的
な
も
の
で
は
、吉
岡
信
著
『
近
世
日
本
薬
業
史
研
究
』
薬
事
日
報
社
、一
九
八
九
年
。

富
山
県
編
『
富
山
県
薬
業
史
』
資
料
集
成
上
・
下
及
び
同
通
史
、
富
山
県
、
一
九
八
三
年
・
同
八
七
年
。
野
高
宏
之
及
び
佐
藤
敏
江
編
『
道
修
町

文
書
』
近
世
編
第
一
巻
〜
第
七
巻
、
道
修
町
資
料
保
存
会
、
二
○
一
〇
年
〜
二
○
一
九
年
等
が
あ
る
。

（
3
） 

中
井
信
彦
氏
『
色
川
三
中
の
研
究
』
伝
記
篇
（
塙
書
房
、
一
九
八
八
年
）、
同
学
問
・
思
想
篇
（
同
、
一
九
九
三
年
）。
及
び
土
浦
市
立
博
物
館

第
三
六
回
特
別
展
展
示
図
録
『
次
の
世
を
読
み
と
く
―
色
川
三
中
と
幕
末
の
常
総
』（
土
浦
市
立
博
物
館
編
・
発
行
、
二
〇
一
五
年
）、
土
浦
市
立
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博
物
館
市
史
編
さ
ん
室
編
「
家
事
志
」「
家
事
記
」
第
一
巻
〜
第
六
巻
（
土
浦
市
史
資
料
、土
浦
市
立
博
物
館
発
行
、二
〇
〇
四
年
〜
二
〇
一
四
年
）、

等
。
拙
稿
「「
家
事
志
」「
家
事
記
」
か
ら
見
る
江
戸
の
薬
種
商
と
色
川
家
」（『
土
浦
市
立
博
物
館
紀
要
』
第
三
一
号
、
土
浦
市
立
博
物
館
、
二
○

二
一
年
）

（
4
） 
前
掲
拙
稿
二
〇
二
一
年
。
な
お
、前
掲
「
家
事
志
」「
家
事
記
」
第
一
巻
〜
第
六
巻
各
資
料
編
に
も
、各
巻
で
登
場
す
る
店
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
5
） 
江
戸
の
各
商
店
の
経
営
状
況
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
註
4
参
照

（
6
） 

「
家
事
志
」
二
、
文
政
十
一
年
六
月
の
巻
末
。
な
お
、
本
稿
本
文
中
で
引
用
す
る
「
家
事
志
」「
家
事
記
」
は
、
土
浦
市
立
博
物
館
寄
託
色
川
徳

治
家
文
書
の
影
印
本
で
あ
る
。

（
7
） 

「
家
事
志
」
一
・
二

（
8
） 

土
浦
市
立
博
物
館
寄
託
色
川
徳
治
家
文
書
「
薬
名
集
」（
安
政
元
年
三
月
）

（
9
） 

な
お
、
帳
面
の
中
に
は
「
和
漢
大
凡
薬
名
荒
増
通
用
品
記
左
」
の
文
面
が
あ
る
が
、
実
際
に
は
蘭
方
薬
な
ど
も
入
っ
て
い
る
た
め
、
和
漢
を
中

心
と
し
た
色
川
家
で
扱
う
薬
全
般
の
帳
面
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
10
） 

国
文
学
研
究
資
料
館
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
天
保
九
歳
戌
七
月
相
場　

薬
種
相
庭
帳
」
近
江
屋
小
兵
衛
。
江
戸
の
薬
種
商
の
こ
の
よ
う
な
記

録
も
非
常
に
少
な
く
、貴
重
で
あ
る
。
な
お
、江
戸
の
薬
種
商
の
売
薬
に
つ
い
て
は
、文
政
七
年
版
の
『
江
戸
買
物
独
案
内
』（
中
川
五
郎
左
衛
門
編
、

山
城
屋
佐
兵
衛
ほ
か
版
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）、「
薬
種
」
の
欄
に
、
江
戸
の
町
中
の
薬
種
商
各
店
の
看
板
商
品
で
あ
る

売
薬
の
引
き
札
が
数
多
く
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
11
） 

「
家
事
志
」
十
一
、
天
保
七
年
六
月
二
十
二
日
・
同
六
月
二
十
四
日

（
12
） 

な
お
、
当
時
は
、
同
名
の
売
薬
が
様
々
な
店
で
売
ら
れ
て
い
た
。
又
、
色
川
三
中
は
、
そ
の
知
識
の
多
さ
か
ら
医
師
に
教
示
し
、
治
療
も
当
た

る
こ
と
も
あ
っ
た
。

（
13
） 

色
川
家
の
使
用
人
を
使
っ
て
の
経
営
拡
大
に
つ
い
て
は
、
関
東
近
世
史
研
究
会
二
〇
一
四
年
三
月
例
会
、
土
浦
市
立
博
物
館
二
〇
一
五
年
特
別

展
講
演
会
な
ど
で
以
前
取
り
上
げ
て
い
る
。

（
14
） 

「
家
事
志
」
六
、
天
保
二
年
十
二
月
の
後
ろ
の
附
記

（
15
） 

前
掲
拙
稿
、
二
○
二
一
年

（
16
） 

土
浦
藩
の
天
保
改
革
お
よ
び
倹
約
令
に
つ
い
て
は
、「
家
事
志
」
第
五
巻
解
題
に
詳
し
い
。

（
17
） 

「
家
事
志
」
十
八
、
天
保
十
三
年
四
月
二
八
日
〜
六
月
八
日
。
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近世後期の薬種商の活動

（
18
） 

天
保
五
年
九
月
三
日
に
「
薬
屋
仲
間
参
会
あ
り
、
於
木
下
也
」
と
あ
り
、
土
浦
に
は
薬
種
商
仲
間
が
あ
っ
た
（「
家
事
志
」
十
）。

（
19
） 

前
掲
中
井
信
彦
氏
『
色
川
三
中
の
研
究
』、
及
び
中
井
信
彦
『
片
葉
雑
記　

色
川
三
中
黒
船
風
聞
日
記
』（
慶
友
社
、
一
九
八
六
年
）
参
照
。

（
20
） 
「
家
事
志
」
廿
五
、
嘉
永
七
年
二
月
二
日
〜
六
日

（
21
） 
「
家
事
志
」
廿
五
、
嘉
永
七
年
二
月
八
日
〜
閏
七
月
お
よ
び
十
二
月

（
22
） 
財
団
法
人
三
井
文
庫
編
『
近
世
後
期
に
お
け
る
主
要
物
価
の
動
態
』〔
増
補
改
訂
〕
財
団
法
人
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
。
な
お
、
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
大
坂
で
の
上
物
の
朝
鮮
人
参
の
相
場
は
、
嘉
永
五
年
・
六
年
・
七
年
と
で
は
一
斤
に
つ
き
銀
二
二
、〇
〇
〇
貫
匁
、
髭
人
参
の
相
場
は

同
二
、六
〇
〇
貫
匁
で
変
わ
ら
な
い
。

（
23
） 

色
川
美
中
の
薬
種
へ
の
知
識
と
知
識
欲
に
つ
い
て
は
拙
稿
二
〇
一
五
参
照
。
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How Did Local Medicine Merchants Act in Late Edo 
Period? 
―From Inspecting the Irokawa Archives―

OSADA Naoko

Abstract　 This article aims to clarify about the works of medicine merchants who 

lived in the countryside of Japan in late Edo period. It was the time when medical sci-

ence, medicines, and medical care made remarkable progress. Many doctors lived 

not only in the cities but also in smaller villages and towns. It has been studied about 

the well-known doctors, activities of the doctors in the villages, and medical develop-

ment.    However, there are few documents featuring the development of medicine. 

Nonetheless, the records kept by the Irokawa family who lived in the castle town of 

Tsuchiura in the Edo period might fill this gap. 

　 In particular, the ninth generation of Irokawa Minaka succeeded the business as 

medicine merchant. Known as a local Japanese classical scholar Minaka studied med-

ical science and herbalism. He left many documents in his diary on his works and 

medical herbs. One of the documents Kajiki shows us medical merchant’s works in 

the Edo period. This document had been handed down to Minaka’s younger brother 

Mitoshi the tenth generation of Irokawa.

　 From the Irokawa archives, the author clarified that the Irokawa family had treated 

many kinds of medical herbs as much as merchants in Edo period. And also, the au-

thor revealed that they had coped well with the change of political, economic and so-

cial situation from the two historical examples. 

　 Having examined the Irokawa archives, the author found various sides of medical 

world in Japan in late Edo period. 

Key words: late Edo period, medicine merchant, the Irokawa archives


